
1
面

ク
リ
ス
マ
ス
を
間
近
に
し

た
昨
年
12
月
、
バ
ッ
グ
を
制

作
し
、
中
に
洗
面
道
具
や
お

菓
子
な
ど
を
入
れ
て
病
院
に

持
っ
て
い
き
、
戦
争
で
負
傷

し
て
入
院
し
て
い
る
兵
士
た

ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
材

料
費
な
ど
は
日
本
か
ら
送
ら

れ
る
資
金
で
ま
か
な
わ
れ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争

は
、
２
０
２
２
年
２
月
24
日

に
ロ
シ
ア
が
軍
事
侵
攻
を
開

始
し
た
こ
と
で
戦
争
へ
と
発

展
し
、
今
も
続
い
て
い
る
。

２
０
２
６
年
２
月
に
は
丸
４

年
を
迎
え
る
。

ハ
ー
ト
１
は
、
一
昨
年
10

月
鎌
倉
で
「
１
０
０
人
の
愛

継
ぎ
モ
タ
ン
カ
人
形
展
」
を

開
催
し
、
ほ
か
に
も
数
か
所

で
展
示
会
を
開
き
募
金
を
集

め
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
ア
ー
ト
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
た

り
、
現
地
の
小
学
校
に
サ
ク

ラ
を
植
樹
し
た
り
す
る
活
動

も
行
っ
て
い
る
。

井
上
さ
ん
は
「
支
援
し
て

下
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
た
い
」
と
話

し
、「
引
き
続
き
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
を
」
と
呼
び
か

け
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ

は
メ
ー
ルinfo@aitsugi.

handmade.jp 

で
。

子
ど
も
た
ち
が
武
者
に
な

り
、
ス
ポ
ン
ジ
の
刀
で
合
戦

を
楽
し
む
「
鎌
倉
こ
ど
も
源

平
合
戦
」
が
12
月
７
日
葉
山

町
の
長
者
ヶ
崎
海
岸
で
開
催

さ
れ
、
約
１
０
０
人
が
参
加

し
た
＝
写
真
。

神
仏
に
奉
納
す
る
た
め
の

子
ど
も
た
ち
の
「
源
平
合
戦
」

は
、
１
１
０
０
年
以
上
前
か

ら
京
都
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

た
と
『
日
本
三
代
実
録
』
や

『
源
平
盛
衰
記
』
に
も
そ
の

記
録
が
あ
る
。

端
午
の
節
句
の
祭
礼
行
事

の
伝
統
を
２
０
１
６
年
に
よ

み
が
え
ら
せ
、
鎌
倉
市
内
で

９
年
間
実
施
し
て
き
た
「
い

ざ
鎌
倉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

鎌
倉
智
士
代
表
（
44
）
が
率

い
る
「
鎌
倉
も
の
の
ふ
隊
」

が
協
力
し
、
葉
山
の
自
然
を

通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
や

体
験
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ

ー
シ
ャ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
の
主

催
で
行
わ
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
流
し

旗
を
目
印
に
し
た
紅
白

の
陣
地
に
分
か
れ
、
ホ
ラ

貝
の
音
を
合
図
に
雄
叫

び
を
あ
げ
て
対
戦
し
た
。

同
法
人
の
堀
龍
太
代

表
（
44
）
が
義
兄
と
と

も
に
「
大
人
大
将
」
を

務
め
た
合
戦
で
は
白
組

（
源
氏
）
が
勝
ち
、
小

学
６
年
と
４
年
の
女
児

が
「
こ
ど
も
大
将
」
を

務
め
た
合
戦
で
は
紅
組

（
平
家
）
が
勝
利
を
収

め
た
。
戦
術
に
詳
し
い

子
た
ち
が
「
こ
こ
は
方

陣
で
」「
い
や
魚
鱗
の

陣
で
」
と
軍
議
を
重
ね

白
熱
す
る
場
面
も
。
子

ど
も
た
ち
は
「
大
人
対

子
ど
も
の
合
戦
を
や
り
た

い
」
と
予
定
外
の
戦
い
を
リ

ク
エ
ス
ト
す
る
ほ
ど
盛
り
上

が
り
を
み
せ
た
。

子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
た

堀
代
表
は
「
こ
れ
ま
で
は
ス

ク
ー
ル
中
心
の
活
動
だ
っ
た

が
、
今
年
度
か
ら
運
営
を
始

め
た
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を

通
し
て
『
人
と
自
然
と
社
会

を
つ
な
ぐ
』
と
い
う
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
果
た
し
た
い
」
と
話

し
て
い
た
。 

（
Ｋ
）

分
別
や
戸
別
収
集
な
ど
も
外

か
ら
見
る
と
す
ご
い
事
な
の

だ
と
実
感
で
き
た
」と
話
す
。

表
彰
式
に
登
壇
し
た
町
田

伸
環
境
部
長
は
「
優
秀
賞
に

唯
一
自
治
体
と
し
て
選
ば
れ

た
こ
と
は
光
栄
な
こ
と
。
葉

山
町
の
活
動
が
広
く
知
ら
れ

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
今

後
も
課
題
と
向
き
合
っ
て
い

き
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を

伝
え
た
。 

（
Ｋ
）

鎌
倉
の
細
い
道

を
、
観
光
バ
ス
と
自

転
車
と
歩
行
者
が

ゆ
っ
く
り
譲
り
合

い
な
が
ら
進
む
光

景
に
遭
遇
し
ま
す

▼
そ
の
た
び
に
「
鎌
倉
の
交

通
は
〝
腕
〞
よ
り
〝
気
配

り
〞
が
必
要
」
と
感
じ
ま
す

▼
運
転
技
術
以
上
に
相
手
の

一
歩
を
想
像
し
、
先
を
急
ぐ

人
に
道
を
譲
る
。
そ
の
積
み

重
ね
で
街
が
回
っ
て
い
る
と

実
感
し
ま
す
▼
近
年
、
自
動

運
転
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
現
実

に
な
り
、
ド
ラ
え
も
ん
や
鉄

腕
ア
ト
ム
の
世
界
観
に
一
歩

近
づ
い
た
気
も
し
ま
す
▼
し

か
し
、
こ
の
〝
気
配
り
〞
で

成
り
立
つ
鎌
倉
の
道
路
事
情

を
、
現
状
の
Ａ
Ｉ
が
ど
こ
ま

で
理
解
で
き
る
の
か
▼
道
幅

や
標
識
だ
け
で
は
測
れ
な

い
、
暗
黙
の
作
法
が
あ
る
か

ら
で
す
▼
そ
し
て
、
も
し
Ａ

Ｉ
が
政
治
に
深
く
関
与
す
る

時
代
が
来
た
ら
ど
う
な
る
の

か
▼
市
民
に
対
し
て
の
〝
気

配
り
〞
を
発
揮
し
て
も
ら
え

る
未
来
を
願
い
ま
す
。（
Ｎ
）

1月

　
新
し
い
年
を
迎
え
、「
車
検

を
通
す
か
迷
っ
て
い
る
」「
車

の
維
持
費
が
大
変
」「
免
許
返

納
を
考
え
て
い
る
」
と
い
っ
た

こ
と
を
検
討
さ
れ
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
ん
な
と
き
に
頼
れ
る
の

が
、
地
域
密
着
の
車
買
取
店 

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
で
す
。

　
一
年
の
始
ま
り
と
と
も
に
、

環
境
の
変
化
を
見
据
え
て
車
の

売
買
が
活
発
に
な
る
こ
の
時

期
。「
丁
寧
で
確
実
な
対
応
と

納
得
の
高
額
査
定
で
、
た
く
さ

ん
の
お
客
様
に
ご
満
足
い
た
だ

い
て
い
ま
す 

。
査
定
額
に
納

最
後
ま
で
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

る
車
買
取
店
で
す 

。

　「
愛
車
を
高
く
、
安
心
し
て

手
放
し
た
い
」
―
そ
ん
な
思
い

を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
一
度

ご
相
談
を 

。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

H
P: hc-kam

akura.jp

９
時
〜
19
時
・
定
休
日
な
し

車
の
売
却
、
新
年
ど
こ
に
お
願
い
す
る
？

「鎌倉朝日を見たとお電話を」

得
で
き
な
け
れ
ば
、
お
断
り
い

た
だ
い
て
構
い
ま
せ
ん
。
お
客

様
が
不
快
に
感
じ
る
よ
う
な
無

理
な
営
業
な
ど
は
絶
対
に
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
、
初
め
て
の
方

で
も
安
心
し
て
ご
連
絡
く
だ
さ

い
」
と
坂
野
代
表 

。

　
ま
た
、「
古
い
」「
キ
ズ
が

多
い
」「
走
行
距
離
が
多
い
」

な
ど
で
ご
不
安
の
あ
る
お
車

で
も
、
最
低
２
万
円
以
上

（
１
６
０
０
㏄
以
下
は
５
千
円

以
上
）
で
買
取
保
証
。
契
約
後

の
減
額
は
な
く
、
代
金
は
そ
の

場
で
現
金
払
い
。
名
義
変
更
後

に
は
、
必
ず
書
面
で
ご
報
告
。

環
境
省
が
「
環
境
と
社
会

に
良
い
暮
ら
し
」
に
関
わ
る

活
動
や
取
り
組
み
を
表
彰
す

る
「
第
13
回
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ

ア
ワ
ー
ド
」
で
葉
山
町
が
環

境
大
臣
賞
優
秀
賞
を
受
賞

し
、
12
月
６
日
渋
谷
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
＝
写
真
。

グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
ア
ワ
ー
ド
で
優
秀
賞

「
エ
シ
カ
ル
タ
ウ
ン
・
葉
山
」

全
国
か
ら
の
応
募
２
２
４

件
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
１

件
、
優
秀
賞
３
件
、
企
業
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
任
意
団
体
、
個
人

な
ど
の
各
部
門
賞
６
件
、
実

行
委
員
会
特
別
賞
の
29
件
が

選
ば
れ
た
。
同
町
は
「
エ
シ

カ
ル
タ
ウ
ン
・
葉
山
〜
町
民

全
員
で
創
る
、
持
続

可
能
な
新
し
い
常

識
」
と
題
し
た
町
全

体
で
の
取
り
組
み
を

掲
げ
、
初
め
て
の
応

募
で
の
受
賞
。

持
続
可
能
な
循
環

型
社
会
を
目
指
し
、

無
料
の
戸
別
収
集
や

資
源
回
収
拠
点
整

備
、
脱
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
施
策
に
よ
る
ご

み
の
削
減
や
資
源

化
率
向
上
を
町
民
の

協
力
を
得
て
達
成
。
人
・
社

会
・
地
域
・
環
境
に
配
慮
し

た
持
続
可
能
性
の
あ
る
物

や
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
「
エ
シ

カ
ル
」
を
合
言
葉
に
消
費

行
動
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
提
唱
し
、
賛
同
す
る
事

業
者
の
表
彰
や
、
地
産
品

を
活
か
し
た
エ
シ
カ
ル
給

食
、
町
公
式
の
マ
イ
タ
ン
ブ

ラ
ー
の
完
売
な
ど
、
町
民

・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
Ｈ
Ｐ
、
広
報
紙
な
ど
で
の

発
信
力
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

「
は
や
ま
エ
シ
カ
ル
ア
ク

シ
ョ
ン
」
を
進
め
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
た

政
策
課
の
田
村
樹
理
さ
ん

は
、
す
で
に
エ
シ
カ
ル
を
実

践
す
る
町
民
の
意
識
の
高
さ

を
強
調
。「
エ
シ
カ
ル
と
い

う
言
葉
だ
け
で
な
く
町
の
た

め
に
良
い
こ
と
を
す
る
と
い

う
概
念
を
伝
え
た
い
。
時
間

を
か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た

　

新
年
に
思
う 

高
橋
　
睦
郎
　

　
五
年
を
超
え
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
六
万
人
を
過
ぎ
て
戦
死
者
が
増
え

つ
づ
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
空
爆
を
は
じ
め
と
し
て
、
世
界
じ
ゅ
う
が
不

穏
な
ま
ま
二
〇
二
六
年
の
新
年
を
迎
え
る
。
表
立
っ
て
紛
争
の
お
こ
っ
て
い
な
い
国

や
地
域
で
も
力
の
論
理
が
罷
り
通
っ
て
い
る
。

　
こ
ん
な
と
き
、
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
の
が
民
主
主
義
の
原
点
を
省
み
よ
う
と
い

う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
が
単
純
で
は
な
い
。
民
主
主
義
発
生
の
地
と
い
わ
れ
る
古
代

ギ
リ
シ
ア
は
け
っ
し
て
理
想
的
な
共
同
体
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
盛
時
地
中
海
世

界
の
東
は
オ
リ
エ
ン
ト
、
西
は
イ
ベ
リ
ア
、
北
は
ク
リ
ミ
ア
、
南
は
リ
ビ
ア
ま
で
、

一
〇
〇
〇
以
上
の
村
落
に
近
い
小
国
家
で
あ
る
ポ
リ
ス
か
ら
成
る
ギ
リ
シ
ア
世
界

は
、
ポ
リ
ス
ど
う
し
戦
争
が
常
態
で
、
平
和
が
非
常
態
だ
っ
た
。

　
で
は
ポ
リ
ス
内
部
は
平
和
だ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
住
民
は
い
く
つ
も
の
派
閥
に
別

れ
て
対
立
し
、
同
じ
派
閥
の
中
で
も
個
人
個
人
は
争
闘
・
融
和
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

そ
の
中
か
ら
辛
う
じ
て
生
ま
れ
た
窮
余
の
一
策
と
し
て
の
知
恵
が
民
主
主
義
で
、
し

か
し
そ
の
民
主
主
義
の
法
廷
で
無
辜こ

の
人
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
有
罪
と
な
り
毒
盃
を
仰
が

さ
れ
た
こ
と
、
知
ら
れ
る
と
お
り
だ
。

　
人
間
は
ほ
ん
ら
い
互
い
に
対
立
す
る
存
在
で
あ
り
、
相
克
を
通
し
て
自
己
実
現
す

る
。
そ
こ
か
ら
文
明
文
化
も
発
展
す
る
。
但
し
、
そ
の
発
展
が
破
壊
と
再
生
の
契
機

を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
破
壊
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
知
恵
を
磨
か
な
け
れ

ば
な
る
ま
い
。
そ
の
知
恵
の
到
達
点
の
一
つ
が
民
主
主
義
で
あ
る
こ
と
、
先
に
見
て

き
た
と
お
り
だ
が
、
そ
れ
ま
た
完
全
で
な
い
こ
と
、
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
。

　
こ
こ
曽
て
の
武
者
の
府
鎌
倉
を
基
点
と
す
る
相
州
は
、
開
府
以
来
百
五
十
年
に
わ

た
っ
て
閥
争
・
私
闘
に
明
け
暮
れ
、
最
後
の
勝
者
北
條
氏
が
滅
び
、
新
し
い
勝
者
足

利
氏
と
と
も
に
舞
台
は
京
都
に
移
っ
て
争
闘
止
ま
ず
、
し
か
し
そ
の
焼
跡
か
ら
現
在

に
続
く
文
化
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
新
年
に
当
っ
て
人
間
の
本
質
を

思
い
そ
の
超
克
を
考
え
る
の
に
、
こ
れ
ほ
ど
ふ
さ
わ
し
い
場
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
高
橋 

睦む
つ

郎お

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
１
９
３
７
年
北
九
州
市
生
ま
れ
。
逗
子
市
在
住
。
詩
人
・

歌
人
・
俳
人
。
日
本
芸
術
院
会
員
、
文
化
功
労
者
、
２
０
２
４
年
文
化
勲
章
受
賞
。

詩
集
『
兎
の
庭
』（
高
見
順
賞
）、
句
歌
集
『
稽
古
飲
食
』（
読
売
文
学
賞
）、
句
集
『
十

年
』（
蛇
笏
賞
）、
評
論
『
和
音
羅
読
』（
鮎
川
信
夫
賞
）
ほ
か
、
小
説
・
エ
ッ
セ
イ
も
。

◆
新
年
の
紙
面
　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
春
を
寿
ぎ
、
鎌
倉
と
鎌
倉
ゆ
か
り
の
各
界
代
表
の
年
始
ご
挨
拶
を
３
、４
、５

面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
満
載
し
た
紙
面
づ
く
り
に
誠
心
誠
意
励
み
ま

す
。
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
連
載
は
２
月
号
か
ら
再
開
し
ま
す
。

2025 年制作ガラス絵（73 × 73 cm）

   賀  正
2026 年　元旦

 旭日　湘南富士 絵・佐藤泰生 　洋画家

 1945 年大連生まれ、逗子市在住。
  「逗子かるた」絵札制作。
  新制作協会会員。和光大学名誉教授。

　
▼
鎌
倉
え
び
す
１
〜
３
日

初
え
び
す
。10
日
本
え
び
す
。

本
覚
寺
。

　
▼
船
お
ろ
し
２
日
坂
ノ

下
・
材
木
座
海
岸
。

　
▼
手
斧
始
式
４
日
13
時
、

営
繕
事
始
め
。鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
船
祝
い
４
日
８
時
半
、

腰
越
漁
港
。

　
▼
除
魔
神
事
５
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
初
神
楽
６
日
15
時
、
八

雲
神
社(

大
町)

。

　
▼
大
注
連
祭
８
日
11
時
ご

ろ
、
白
山
神
社
（
今
泉
）。

　
▼
汐
ま
つ
り
11
日
坂
ノ

下
・
材
木
座
海
岸
。

　
▼
左
義
長
神
事
15
日
７

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
寒
中
み
こ
し
錬
成
大
会

18
日
、
片
瀬
海
岸
東
浜
。

　
▼
初
天
神
祭
（
筆
供
養
）

25
日
10
時
半
、荏
柄
天
神
社
。

　
▼
初
不
動
28
日
13
時
、
明

王
院
。

　
▼
鶴
岡
厄
除
大
祭
30
日
９

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

地
域
密
着
・
安
心
の
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店

　
鎌
倉
時
代
末
期
に
後
醍
醐

天
皇
の
忠
臣
と
し
て
鎌
倉
幕

府
倒
幕
に
加
わ
り
、
葛
原
岡

で
幕
府
に
処
刑
さ
れ
た
日
野

俊と
し

基も
と

卿
を
祭
神
に
祀
る
葛
原

紅
葉
の
葛
原
岡
神
社
で

神
仏
合
同
の
「
日
野
俊
基
卿
祭
」

岡
神
社
（
鎌
倉
市
梶
原
）
で

俊
基
卿
を
偲
ぶ
神
仏
混こ
ん

淆こ
う

の

祭
礼
「
日
野
俊
基
卿
祭
」
が

12
月
７
日
開
催
さ
れ
、
崇
敬

者
ら
約
50
人
が
参
列
し
た
。

　
イ
チ
ョ
ウ
紅

葉
が
陽
光
に
照

ら
さ
れ
て
黄

金
色
に
輝
く
社

務
所
前
に
午
前

11
時
に
集
合
し

た
参
拝
者
た
ち

は
、
篠
笛
の
先

導
の
も
と
神
谷

健
一
郎
宮
司

と
、
俊
基
卿
の

位
牌
を
持
つ
浄

光
明
寺
・
大
三

輪
龍
哉
住
職
に
続
い
て
行
列

で
歩
き
＝
写
真
、
本
殿
に
着

く
と
、
神
谷
宮
司
に
よ
る
祝

詞
奏
上
、
玉
串
奉
天
の
神
事

が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
あ
と
境
内
の
俊
基
卿

の
墓
と
さ
れ
る
宝
篋
印
塔
の

前
に
移
動
し
、
大
三
輪
住
職

が
お
経
を
唱
え
、
焼
香
が
行

わ
れ
た
。

　
こ
の
祭
事
は
、
１
９
９
７

年
に
市
民
団
体
「
鎌
倉
親
幕

府
の
会
」
の
開
催
で
第
１
回

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
あ
と
コ

ロ
ナ
禍
な
ど
で
一
時
途
絶
え

て
い
た
が
、
昨
年
11
月
に
神

谷
宮
司
と
、
大
三
輪
住
職
が

祭
り
の
存
続
を
決
め
た
。

　
神
谷
宮
司
は
「
全
国
的
に

も
珍
し
い
神
仏
混
淆
の
祭
礼

な
の
で
、
今
後
も
継
続
し
て

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
鎌
倉
も
の
の
ふ
隊

「
鎌
倉
こ
ど
も
源
平
合
戦
」
葉
山
で

地
産
品
で
豊
か
に

ア
ー
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト 

逗
子

お
い
し
さ
や
楽
し
さ
を
き

っ
か
け
に
暮
ら
し
や
も
の
ご

と
の
背
景
を
知
る
「
ア
ー
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
12
月
13
日

逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
、
約
千

人
が
来
場
し
た
＝
写
真
。

逗
子
・
葉
山
を
中
心
に
三

浦
半
島
や
湘
南
エ
リ
ア
の
農

家
や
漁
師
、
飲
食
店
、
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
製
品
の
店
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
40
の
ブ
ー

ス
が
並
び
、
展
示
や
講
演
会
、

田
越
川
の
清
掃
も
行
わ
れ
た
。

今
年
５
月
に
続
く
２
回
目
の

開
催
。

出
店
す
る
生
産
者
が
飲

食
店
に
食
材
を
提
供
し
た
特

別
メ
ニ
ュ
ー
が
並
ぶ
「
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
が
同
マ
ル
シ
ェ
の

目
玉
で
、
各
ブ
ー
ス
に
は
コ

ラ
ボ
し
た
相
手
の
店
名
を
表

示
。
三
浦
市
で
パ
ン
ケ
ー
キ

ミ
ッ
ク
ス
の
製
造
販
売
を
行

う
「
マ
リ
ー
ル
ゥ
」
は
横
須

賀
市
の
「
ブ
ロ
雅
農
園
」
の

冬
三
浦
大
根
と
三
崎
の
マ
グ

ロ
卸
問
屋「FISHSTAND

」

の
マ
グ
ロ
コ
ン
フ
ィ
を
素
材

に
使
い
、
三
浦
に
工
房
を
も

つ
「
按
田
餃
子
」
の
調
味
料

「
味
の
要
」
を
加
え
た
「
港

町
の
パ
ン
ケ
ー
キ
サ
ン
ド
」

を
限
定
販
売
。
葉
山
町
真
名

瀬
で
漁
を
営
む
桜
花
丸
は
逗

子
の
老
舗
豆
腐
店
「
と
ち
ぎ

や
」
の
絹
豆
腐
を
使
っ
た
さ

つ
ま
揚
げ
で
セ
ッ
シ
ョ
ン
。

環
境
に
優
し
い
洗
剤
を
製
造

販
売
す
る
「
じ
も
と
の
洗
剤
」

は
、
ガ
ラ
ス
瓶
を
容
器
に
使

っ
た
量
り
売
り
で
地
元
産
の

夏
み
か
ん
や
松
葉
の
精
油
を

洗
浄
成
分
に
入
れ
た
。

逗
子
で
規
格
外
野
菜
を
使

っ
た
瓶
詰
の
ソ
ー
ス
を
製
造

販
売
す
る
「
フ
ァ
ー
ム
キ
ャ

ニ
ン
グ
」
代
表
の
西
村
千
恵

実
行
委
員
長
（
43
）
は
「
食

に
つ
い
て
難
し
い
こ
と
よ
り

も
『
美
味
し
い
』
が
伝
え
ら

れ
た
と
思
う
。
作
り
手
が
わ

か
る
も
の
が
食
卓
に
あ
る
豊

か
さ
を
伝
え
た
い
」
と
話
し
、

今
後
さ
ら
に
広
い
場
所
で
の

定
期
開
催
を
目
指
す
。（
Ｋ
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
学
生
支
援

愛
継
ぎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
２
２
年
３
月
か
ら
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
を

支
援
し
て
い
る
市
民
グ
ル
ー

プ
「
ハ
ー
ト
１
（
愛
継
ぎ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
井
上
ア
ン
ナ

代
表
）」
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
学
生
５
人
の
環
境
保
護
活

動
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

彼
ら
は
自
国
で
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
に
着
目
し
、
ゴ
ミ

を
減
ら
し
て
、
地
球
を
守
ろ

う
と
エ
コ
バ
ッ
ク
の
制
作
を

始
め
た
。
エ
コ
バ
ッ
ク
は
コ

ッ
ト
ン
製
で
、
そ
れ
に
植
物

や
動
物
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
い

る
。
小
中
学
校
に
も
制
作
を

呼
び
か
け
、
制
作
の
輪
を
広

げ
て
い
る
＝
写
真
。

環境省提供

鎌
倉
朝
日
１
面

鎌
倉
朝
日
８
面
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